
伊香保温泉の成分・禁忌症・適応症及び入浴上の注意
成 分 浴用の禁忌症・適応症及び入浴上の注意

名1.源泉 総合湯(混合泉) 1.浴用の禁忌症
一般的禁忌症;病舞の活動期【需に熱のあるとき)・活動性の結核・進行しだ悪性腫風又は度Φ質2.
貧血など身体郭るの著しい坦合・少し動くと苦しくなるような、心脂又は節の病舞.むくみの

カルシウム・ナトリウムー硫酸塩咲酸水素塩嬉化物温泉艇張性中性温泉) あるような重い臓の府・消化管出血・目仁見える出血があるとき.慢性の函試の急性増悪肌
泉質別禁忌症:該当項目なし.412゜C3. ^
2.浴用の適応症う出 46274/分4.
一般的適応旋:筋肉若しくは伺節の慢性的な稲み又はこわばり(闘節りウマチ.変H3性.慶

5.知覚的試験無色透明、僅かに茶色の浮遊物あり 稲症,神経癌・五十肩・打撲・樹望などの慢性肌・動麻痔における筋肉のこわばり.僅能
の既下がもだれる・腸にがユがだミるなど)・軽症血圧・耐自^常艇尿病1.軽しコし6.P H 値 6.4 ルデロール血症・軽い瑞息又は肺気腫・痔の痛み,自律神経不安定症・ユトレユによる諸症状(腫
など)・病後回榎朋・硬労回復・健豪増途フ.温泉の成分(本水1

泉別適応症:きりきず・末梢循環障害・冷え性,うつ状愚.皮膚乾輝症.
ミ 1 ノ丈Jレ%成 分 3.入浴上の注意(nW鼠1覧)

浴用の方注及び注急・温泉の浴用は、以下の田項を守って行う必要がある.陽ナトリウムイオン(Na゛) 30.33
ア、7U谷前の注惹

カリウムイオン(K.) 1.53 【ア)食の直前、直径及ひ飲酒優の入治'は避けること,酷田状態での入)谷は特に逮けること.
イマグネシウムイオン(M民1-) (イ)過度の疲労時には身体を休めること.18,25

(ウ)動後30分程度の間は身体を休めること。
カルシウムイオン(ca軒) 47.フフ 高郎者、子供及び身体の木自由な人は、1人での?゛谷は避けることガ望ミしいこと。(エ)

(オ) 浴倍に入る前に、手足から掛け潟をして温度1こ 5すとともに、身体を洗い流すこと。アルミニウムイオン(AI") 0.00
ノ、0谷時、怜に起床直綬の入谷時などは脱水症状等にならないよら、あらかじめコップー杯(カ)

マンガンイオン(Mn2゛) 0.34 程度の水分を補給しておくこと。
鉄(Ⅱ)イオン炉e2゛) イ、入浴方法1.78

(ア) 入治'温度:高哉令者、圧症若しくは心臓病の人又は脳卒中を経験し左人は、42で以上の計 1 00.0 0 高温否憾避けること.
ふっ化物イオン(F-) (イ) 入浴形態:心肺孃能の低下している人は、全身浴よりも半身浴又は吾畷,浴が望萩しいこと。0.00

入浴回藪:入浴看^後数白問は、 1日当だり1~2回とし、慣れてきだら2~3回萩で増(ウ)
塩化物イオン(CI・) 28.40 やしてもよいこと。
硫酸イオン(SO'ト) (エ)フ、J谷時間:入浴温度により異なるが、 1回当だり、初めは3~10分程度とし、慣れてきだ40.64

ら15~20分程度まで延長してもよいこと。炭酸水素イオン(HCO.、) 30.9 6 ウ、入)谷中の'
炭酸イオン(CO゛ー) (ア) 浴を除き、一般に手足を軽く動かす程度にして腎かに入治'すること.0.00

【イ) 浴痔から出る時は、立ちくらみを起こさないようにゆっくり出ること。計 1 00 、 00
【ウ) めまいが生じ、又は気分が不良となっだ時は、近くの人に助けを求めココ、 浴借か5頭を
低い位預に頭を保コてゆコくり出て、損になって回復を待つこと。

エ、入浴後の注垣
(ア)

kg中に含有する分)
ミリグラム ミリバル
(m昆) 0"Yal)

101.00 4.41

8.70 0.22

32.20 2、 65

1 3 9.00 6,95

オ <0.05 0'00

1.39 0.05

ノ 0.26フ.23

290.00 14.50

< 0.10 0.00

1 4 6,00 4.13

284.00 5.9 1

2 75.00 4.50

<0,10 0.00

705.00 1 4,50

ミリグラム リモルミ成 分
非 (m厚) (r「Ⅱ罰01)

酸 G+ユSio.)タけい 181.00 2,31

酸 0・1B02)タほ 8.30 総0.19

189.00 2.50

溶存物(ガス性のものを除く)●1.1 8g/kB 鉛イオン n

遊離二酸化炭素(C0之) 総 水銀172.00 3.90 n

遊離硫化水素(険S) 0.000.00

計 1 72.00 3.90

成分総計 1.3 6 Ξ/腺

8.温泉の分析年月日平成29年5月30日
9.分析機関群馬県薬剤師会環境衛生試験センタ

年 月 日

身体に付しだ温泉成分を温水で洗い流ざず、タオルで水分を拭き取り、衣の上、保温
及び30分程度Φ安静を心がけること(だだL 倒'しの務い人は、束麹の強い泉(例え1ば酸性
泉や硫黄泉等)や必要に応じて塩累消電等が行われている場合には、温泉成分辱を温水で
洗い流しだ方がよいこと.)。

(イ)脱水症状等を避けるだぬコップー杯程度Φ水分を補給すること。
オ、之り

温泉霞挺開始後おぉむね3日~1週周前後に、気分不快、不眠若しくは消化器建状等Φ湯あ
だり症状又は皮膚炎などが現れることがある。このような状慮が現れている問は、入浴を中
止するか、又は回數を減らし、このような状態からの回榎を待っこと。
その他カ、

浴栖水のを保つだぬ浴摺にタオルは入れないこと.

4.浴用の禁忌症・適応症決定年月日

その他

ひ素叩ワ鵬/1唱

群馬県

銅イオン検出せず

陰
イ
オ
ン

.

.

解
離
溶
存
ガ
ス

一
袋
,
容
,
里

メ
メ


